
2018年10月～12月にかけて、

全3回の次世代リーダーワークショップが開催されました。

今回は、ワークショップの模様を写真もたっぷりでお伝えします！ 3 2
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PROJECT JOURNAL vol.1
プロジェクトキックオフ号

PROJECT JOURNAL vol.2
TOP座談会レポート号

PROJECT JOURNAL vol.3
次世代リーダーワークショップレポート号

PROJECT JOURNAL vol.4
アクション発想ワークショップレポート号

次世代リーダーワークショップ

法人パンフレット制作

理念の再構築

アクション発想ワークショップ

※ 現時点でのおおよそのスケジュールです。詳細日程等は、別途お知らせいたします。
※ ワークショップ等への参加メンバーも、 別途お知らせいたします。

TOP座談会

アクションの実施

未来へ
向けた PROJECT SCHEDULE

Message

2018.125

2019. 026

2019.047

長尾福祉会のありたい姿。実現するにはどうしたらいいんだろう？

1 人ひとりが主体的に考えて、皆でいっしょにつくっていく。
次号では「こういうことをやりたい！」という

具体的なアクションを発想するワークショップの模様をお届けします。

2018.09 1

2018.092

アクション発想ワークショップに向けて

「ONE NAGAO PROJECT」は新しい法人
パンフレットを！という思いから始まり、
職員全員でこれからを考えていく、とても
大きな動きになりました。「何か始まった、
けど何が始まった？」という疑問や「何をし
たら良い？何が変わる？」と不安を感じて
いる職員の皆さん、その「何」を一緒に考
えていきましょう。そして、アクション発想
ワークショップに参加する皆さん、是非
お近くの職員にもこの「何」について聞い
てみてください。これまでのワークショップ
のように「意外（笑）と楽しかった」といった
感想が生まれるようなワークショップにし
ていきましょう！

長尾福祉会も大きくなり、たくさんの人が
活躍されています。それぞれの立場や経験、
考え方・価値観が今の長尾福祉会を創っ
ています。いろいろな人がいても私たち
が目指すゴールは同じです。そして、一人
ひとりがゴールを見失わない限り必ずたど
り着けるものだと思います。しかしそれは、
ゴールにたどり着くための具体策がちゃん
とあることが前提です。そして、それは継続
していけるもの、みんなが共通理解して
いることが必要です。目指すゴールに向け、
その具体的な方法を次のワークショップに
てみんなで話し合えたら嬉しく思います。

ファームランドながお
サービス管理責任者
事業所管理責任者

柳澤 弘毅

長尾けやきの里
副施設長
サービス管理責任者

村野 広季

2018.10 3

2018.10/11/12 4

OK

OK

OK
荒川理事長、田部井副理事長、勝田事務局長、山本保育事業
部長、長嶋障害福祉事業部長による座談会を開催。法人設立、
理念に込めた想い、目指したことなどを語っていただきます。

OK

20年というと成熟した、

できあがった法人みたい

だけれど、もっともっと

よくできると思う。自分たち
の想いが

引き

継がれて
いること

を実感

できてう
れしかっ

た。

皆と意見を交わしたり、考えたり
することって面白い。

全部のことを
自分だけで取

り組む

のは無理だ
けれど、1つ

ひとつ

具体的にやっ
ていかないと

。今日

やったことが
無駄にならな

いように

がんばってい
きたい。

成果だけ
でなく、

考えてき
た

過程もみ
んなと共

有したい
。

３年後にまたふり返ってみるとか、

定期的にやるとすごく面白い

取り組みになりそう。

法人の未来を考えることがこんな
にワクワクすることだとは。

1つの事業所にいても
知らないままだったこ
とがたくさんあった。
皆にも伝えてあげたい。

いつも法
人のこと

を考えて
はいる

けれど、
改めて言

葉にする
大切

さを感じ
た。
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私の描く未来のありたい姿

Par t1

Par t2

長尾福祉会のありたい姿は？ 長尾福祉会にとって地域って？ チャレンジって？

これから、どんなことを実現していったらいいんだろう？

障害部門も保育部門も、すべての事業所と事務局のメンバーがいっしょになって、

お互いの意見やアイデアを伝え合いながら、自分たちの想いや考えを言葉にし、共有しました。

グループワークを経て、1人ひとり言葉にした長尾福祉会のありたい姿。15 の表現のなかに、
長尾福祉会のこれまでの歩みを感じ、これからを考えるたくさんのヒントや気づきが含まれています。

参加者
村野さん・石川さん（長尾けやきの里）、坂爪さん・富田さん（しらはた）、勝亦さん・細谷さん・尻枝さん・永井さん（セルプきたかせ）、柳澤さん・齋藤さん（ファー
ムランドながお）、原さん・三瀬さん（パセオやがみ）、熊澤さん（あんてろーぷ たじま／フォルテ）、落合さん（グリーンヒルズ）、西坂さん（地域相談支援センター
れもん）、小林さん（地域相談支援センターりぼん）、東海さん・高木さん（事務局）、祢津さん（どりーむ保育園）、松木さん・高田さん（どりーむ東小倉保育園）

※Part1は北部と南部の2回にわけて、Part2は全体で行いました。
※坂爪さん、勝亦さん、細谷さん、落合さんは、Part2からのご参加。

PICK
UP!

言葉のほりさげ

8つの言葉　長尾福祉会にとって『◯◯』とは？ 長尾福祉会を考えるうえで大切な8つの言葉。ディスカッションを重ねながら、
その意味や価値を「私たちの考える◯◯とは」として、より長尾福祉会らしく表現しました。

PICK
UP!

ディスカッションしてみたい言葉をピックアップ！

2 私の描く未来のありたい姿

個人でのワーク、ディスカッ
ション、ロードマップづくり
を経て「未来に、長尾福祉会
はこうなっていたい」という
姿、状態を 1人ひとり言葉に
しました。

PICK
UP!

3 言葉のほりさげ

2のなかから、皆でディスカッ
ションして、ほりさげたい言葉
をピックアップ。8つの言葉
を選定し「長尾福祉会にとって
○◯とは？」を考え、表現し
ました。

PICK
UP!

ワークショップ次世代リーダー

1ロードマップづくり

長尾福祉会として、いつまで
にどんなことを実現していき
たいか。たくさんのアイデア
を出し合いロードマップとして
整理しました。

4 　  ロードマップのブラッシュ
アップ

改めて1のロードマップを観察
しながら、こんなこともした
ほうがいいよね、できたらい
いな、とブラッシュアップを
行いました。
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北部　2018年10月23日（火） 長尾けやきの里
南部　2018年11月5日（月） どりーむ東小倉保育園Par t1

2018年12月1日（土）長尾けやきの里Par t2
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